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令和５年度 国語科シラバス   
北部農林高等学校 全日制課程 

 

学習の到達目標 
近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進んで表現し読書することに

よって人生を豊かにする態度を養う。 

 

評価の観点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．話す・聞く能力 ｃ．書く能力 ｄ．読む能力 ｅ．知識・理解 

文章を読む楽しさを味わい読書に

親しむとともに、言語文化に対する

関心を深め、国語を尊重してその向

上を図ろうとしている。 

目的や場に応じて効

果的に話し的確に聞

き取ったり，話し合っ

たりして，自分の考え

を深めている。 

相手や目的，意図に

応じた適切な表現に

よる文章を書き，自

分の考えをまとめ，

深めている。 

目的に応じて、まとまりのあ

る近代以降の文章を読み、自

分の考えを深め、発展させて

いる。 

言語文化及び言葉の特徴な

どの理解を深め、知識を身に

付けている。 

 

評価の方法 

評価は１，２学期が 100点法（素点）、３学期が５段階評価で出される。評価の基準としては、定期考査（中間考査，期末考査）を 70％、臨時 

考査（漢字小テスト、朗読テスト等）を 10％、提出物（ノート、プリント、鑑賞文、感想文等）を 20％とする。また、出席状況や授業態度も 

評価対象とする。 

 

授業の形態 

熱帯農業科、園芸工学科、林業緑地科、生活科学科、食品科学科それぞれ一斉授業を行う。 

 

学習方法 

年度の最初の授業で、「現代文Ａ」について説明し、評価の方法等を説明する。 

 

その他留意点 

 「新装版 漢字トレーニング」（いいずな書店）の活用・国語辞典の活用・図書館利用・漢字検定の受検奨励。 

 

学習計画及び評価規準など 

※「主な評価規準の具体例」の欄に示した「学習指導要領の指導事項（主として該当するもの）」については、学習指導要領の指導事項と対応す

る記号（ア，イ，ウ，エ）を略記した。 

※「関心・意欲・態度」の観点については、各能力（または「知識・理解」）の評価規準に示した内容に取り組もうとしているということを評 

 価規準とする。 

※ 「備考」欄には、以下の内容が入る。 

  学習活動の特記事項、他教科・総合的な学習の時間・特別活動等との関連／２ 図書館や ICTの活用など／３ 副教材の使用など。 

 

学
期 

月 

時
数 

単元名 教材名 
学習内容 

【言語】-単元で取り上げる言語活動 

主な評価規準の具体例 

 [読]-読む／[知]-知識・理解 

〈評価方法〉 

学習指導要領の指導事項 

（主として該当するもの） 

備考 

 

1 

 

4 

 

5 

 

随想・評論  

 
 

 

さくら

さくら

さくら 

 

・本文を通読して、内容の上から本

文を３つの部分に分けて、それぞれ

の内容を整理する。(手引き１) 

・筆者がデンマークやヨーロッパで

の体験から得た、桜に対する外国人

の感じ方・考え方を理解する。 

 (手引き２) 

・筆者の桜を読み込んだ歌の内容を

理解する。(手引き４) 

・桜に対する日本人の考え方と歌人

の考え方、筆者の考え方をそれぞれ

理解する。(手引き３、５) 

 

［読］筆者の「桜」に対する考え方を 

   読み取ると同時に、桜に寄せる 

   日本人の考え方を理解してい 

   る。 

   また、読者の興味を引くような、 

     随筆特有の表現方法を理解して 

  いる。 

 ＜記述の確認／定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］語句の意味や用法と本文中の有 

   名な古典作品を理解している。 

  ＜行動の観察／定期考査＞ 

－イ・ウ 

 

「新総合図説国語」

を利用して、筆者や

本文中に登場する文

学作品を調べる。 

科目 現代文Ａ 単位 ３ 学年 ３ 担当 北部農林高等学校 国語科 

使用教科書 現代文Ａ（東京書籍) 副教材等 
「現代文 A 学習課題ノート」（準拠ノート）改訂版  

 「新装版 漢字トレーニング」（いいずな書店） 
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6 

 

小説 

 
 

 

みどり

のゆび 

 

・この小説の場面展開を的確に読み 

 取ると同時に、冒頭と最後の情景 

 の関係を理解する。（手引き１） 

・小説における比喩的な表現の工夫 

 を理解する。（手引き２） 

・小説に込められた作者の思いを理 

 解する。（手引き３） 

・祖母の死を覚悟した主人公が回想 

 する祖母の人間像を読み取り、主 

 人公にとっての祖母の存在を理解 

 する。（手引き４） 

 

 

［読］主人公と祖母の関係を読み取 

   り、祖母の言葉で変化する主人 

   公の心理を理解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］語句の意味や用法を的確に理解 

  している。また、小説における比 

  喩を使った象徴的な表現も理解 

  している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

「新総合図説国語」

を利用して、作者の

ことを調べる。 

 

5 

 

5 

 

随想・評論  

 

 

ミロの

ヴィー

ナス 

 

・各段落の要点が、「ミロのヴィー

ナスが腕を失っていなければなら

ないこと」、「ミロのヴィーナス

の失っているものは腕でなくては

ならないということ」、「筆者の

言う腕の持つ意味」であることを

理解する。（手引き１） 

・「特殊」と「普遍」、「量」と「質」

という対義語や「多様な可能性の

夢」という抽象概念を示す言葉に

注意して、文章の構成を理解する。

（手引き２） 

・筆者が、この文章を書く動機とな

った着想を理解する。（手引き３） 

【言語】明快で読み易い表現を使い

ながら、主張の根拠を論理的に積み

上げていく構成を理解する。 

 

 

［読］筆者が自らの主張を論理的に 

   するために、その根拠を積み 

   重ねていることを理解してい 

   る。 

＜行動の観察／記述の確認／ 

           定期考査＞                     

－ア・イ 

［知］対義語や抽象的な語句の意 

   味・用法を的確に理解してい 

   る。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

 

「新総合図説国語」

を利用して、作者の

ことを調べる。また、

評論文重要語・現代

用語なども調べ、語

彙の範囲を広げる。 

 

6 

 

小説 

 

 

 

ナイン 

 

・この小説に登場する人物の過去と

現在の状況を踏まえながら、その関

係を図にしてまとめ、登場人物の人

間関係を理解する。（手引き１） 

・小説における比喩的な表現の工夫

を理解する。（手引き２） 

・英夫の父を怒らせた正太郎の行動

を理解する。（手引き３） 

・「正ちゃんは一見、悪のように見え

るけど、やはり僕らのキャプテンな

んですよ」と英夫が言う理由を考

え、正太郎の行動がもたらした結果

が感謝につながることを理解する。

（手引き４） 

 

・「自分たちは日陰なぞありえないと

ころに、ちゃんと日陰をつくったん

だぞ」の意味を読み取り、ここに込

められた作者の思いから言外に言

わんとすることを理解する。（手引

き５） 

 

［読］悪いことをしている現在の正 

   太郎をみんながかばう理由を 

   理解すると同時に，最後の英 

   夫の発言を通じて伝えたかっ 

   た作者の意図を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

   定期考査＞        

－ア・イ 

［知］語句の意味や用法を的確に理 

   解している。また、小説にお 

   ける比喩を使った象徴的な表 

   現も理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

 定期考査＞ －イ 

 

 

「新総合図説国語」

を利用して，作者の

ことを調べる。 

 

6 

 

6 

 

随想・評論  

 

 

言葉と

世界 

 

・少し長めで、抽象的な表現を含む

文章を的確に読むと同時に、言語

という身近なものに対する素朴な

疑問を持つ。（手引き１） 

・「言葉は世界への窓である。」と

は、私たちの言葉の役割を暗示的

に表現していることを理解する。

（手引き２） 

・この文章の一つのキーワードであ

る「カテゴリー」というカタカナ

語を理解すると同時に、それが私

たちの言語の中でどういう役割を

担っているかを理解する。（手引

き３） 

 

 

［読］日常使っている言語の役割を 

   理解している。また、抽象的 

   な表現による文章の構成を理 

   解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

 定期考査＞       

－ア・イ・エ 

［知］評論における抽象的な語句の 

   意味や用法を的確に理解し、 

   身近な存在である言語の特徴 

   を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞        

 －イ・ウ 

 

 

「新総合図説国語」

を利用して、評論文

重要語・現代用語な

ども調べ、語彙の範

囲を広げる。 



3 

 

 

・評論でよく使われる「相対」とい

う言葉の意味を理解すると同時に

日常の言語における話者の視点と

いう観点を理解する。（手引き４） 

 

 

6 

 

小説 

 

▼表現や展

開を的確

に読み取

り、それぞ

れの主題

を理解す

る。 

▼多様な小

説世界を

味わって

人間や社

会につい

ての認識

を深め、読

書に親し

む態度を

養う。 

 

カンガ

ルー 

日和 

 

・カンガルーの赤ん坊を見に行くこ

とになった経緯と、実際に見てい

る場面の展開を理解する。（手引

き１） 

・カンガルーの赤ん坊を確認する前

と後の、彼女の心境の変化を理解

する。（手引き２） 

・カンガルーの赤ん坊を「彼女」が

確認する前と後の、「僕」の心境

の変化を理解する。（手引き３） 

・作者独特の軽妙な会話や極端な着

想と比喩表現を理解する。（手引

き４） 

 

 

［読］僕と彼女の会話から登場人物の 

   人間像と、その心理変化を理解 

  していると同時に、作者独特の比 

  喩表現に込められた作者の思い

を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞      

   －ア・イ 

［知］作者独特の比喩に込められた暗 

   示性を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞      

   －イ・ウ 

 

 

現代日本を代表する

作者について、イン

ターネットや図書館

で調べる。 

 

7 

 

4 

 

言語活動 

 

１  

朗読し

て味わ

う 

 

・朗読する際の注意点を挙げて確認

し、聞き手に内容や読み手の心情

が伝わるように朗読する。 

・詩の構成を考えて、その情景や印

象をどのように聞き手に伝えるか

を理解する。 

・好きな詩を選んで読み方を工夫し、

聞き手に詩の情景と読み手の心情

の伝え方を理解する。 

 

 

［読］朗読する対象作品の内容や情 

   景を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－イ 

［知］さまざまな作品を朗読する時 

   の留意点を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－エ 

 

 

2 

 

6 

 

随想・評論  
 

塩１ト

ンの読

書 

 

・古典との付き合いと人間どうしの

関係の共通点と相違点を理解する。

（手引き３、４） 

・筆者の読書に対する考えをもとに

読書に関する自分の考えをまとめ

る。（手引き５、６） 

【言語】自分の日常の読書量につい

てと読書をどのように考えている

かの考えをまとめ、発表する。 

 

 

［読］塩１トンをいっしょに舐めるこ 

   とを例示とした筆者の読書に対 

   する考えを理解している。 

  ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞    

    －ア・イ 

［知］「お茶を濁す」などの慣用句、 

 『吾輩は猫である』などの文学作 

 品、「新しい顔で応えてくれる。」

などの比喩を理解している。 

＜行動の観察／定期考査＞－イ 
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7 

 

小説 

 

 

 

山椒魚 

 

・主人公の山椒魚が置かれた状況を 

 理解すると同時に、場面展開を理 

 解する。（手引き１、３） 

・「山椒魚は悲しんだ。」という冒頭 

 の一文の意味と読者に与える効果 

 を理解する。（手引き２） 

・山椒魚の心理変化を、順を追って 

 まとめて理解する。（手引き４、５） 

・「今でもべつにおまえのことを怒っ 

 てはいないんだ。」に込められた作 

 者の思いを読み取る。（手引き５） 

・自分が山椒魚の立場だったらどう 

 かを考えながら、作者がこの小説 

 に込めた思いを理解し、それに関 

 する自分の意見をまとめて表現す 

 る。（手引き６） 

 

 

［読］山椒魚の置かれた状況と心理状 

   態を的確に理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］語句の意味や用法を的確に理 

   解している。また、小説にお 

   ける比喩や象徴的な表現も理 

   解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

「新総合図説国語」

を利用して、作者と

作者に関係のある作

家を調べる。 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



4 

 

 

5 

 

随想・評論  

 

 

 

「おの

ずから」

を感じ

取る 

 

・筆者の言う「仕事」という言葉の 

 持つ二つの意味合いを理解する。

（手引き２） 

・筆者の言う「おのずから」と「み 

 ずから」の違いを理解する。（手引 

 き３） 

・筆者の言う現代の仕事観について 

 理解する。（手引き４） 

 

 

［読］「仕事」に関する筆者の考え方と 

   「おのずから」と「みずから」の 

   違いを読み取り、筆者の仕事に 

   対する考えを理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］語句の意味や用法を的確に理 

   解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ 

－イ・エ 

 

 

10 

 

11 

 

小説 

 

 

 

こころ 

 

・場面の展開と「私」とＫの関係を 

 理解する。（手引き２） 

・「私」がＫに対して抱いている畏れ、

Ｋを出し抜いた状況、Ｋに対して放 

 った言葉を中心にして、「私」の心 

 理変化を理解する。（手引き３、４） 

・Ｋが「私」にお嬢さんへの恋心を 

 相談した気持ちを考え、Ｋの心理 

 と人間性を理解する。（手引き５） 

・Ｋが自殺した時に「私」が取った 

 行動を読み取り、この時の「私」 

 の心理を理解する。 

 

 

［読］「私」とＫの関係、物語の展開と 

   それぞれの心理と人間性を的確 

   に読み取り、「私」の取った行動 

   の真理を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］明治時代の風俗を示す語句の 

   意味や用法を的確に理解する 

   と同時に、小説における比喩 

   や象徴的かつ暗示的な表現も 

   理解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

 

「新総合図説国語」

を利用して、作者の

文学史的位置を確認

する。また、彼と関

係のある作家を調べ

る。 

 

10 

11 

 

6 

 

随想・評論  

 

。 

 

もう一

つの知

性 

 

・「情報化社会」について筆者の批判

的な考えを理解する。（手引き２） 

・「人間の知性の断片化」の意味を理

解する。（手引き３） 

・筆者の言う「知性のあり方」につ

いて理解する。（手引き４、５） 

【言語】筆者の考える「知性」をも

とに知性についての自分の意見を

文章にまとめ、発表する。 
 

 

［読］「情報化社会」への批判的意見、 

   人間の「知性のあり方」に対す 

   る考えを正確に読み取り、筆者 

   の主張や意見を理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］「知性」、「テーゼ」、「知悉」、「土 

   発的」などの難解な語の意味 

   や用法を的確に理解してい 

   る。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

「新総合図説国語」

を利用して、評論文

重要語・現代用語な

ども調べ、語彙の範

囲を広げる。 

 

5 

 

言語活動 

 

 

２ 外

国文化

の影響

を調べ

て発表

する 

 

・外国の文化の中で現代の日本文化

に深く影響を与えた題材を選び、

各自の関心をもとにして具体的に

どのような点を調べるかを決め

る。 

・調査する点をどのような手段で調

査するかを話し合って決める。 

・調査したことを整理して、それを

もとに自らの考察を広げる。 

 

 

 

・考察した内容を論理的に構成して、 

  発表する。 

 

 

［読］日本文化に影響を与えたと思 

   われることを探し出し，その 

   内容を調べて考察している。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－イ 

［知］調査する内容に的確な調査方 

   法をとっている。また、考察 

   したことを論理的に構成して 

   発表している。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－エ 

 

 

3 

 

11 

12 

 

9 

 

小説 

 

 

 

山月記 

 

・主人公李徴の発言によって、小説 

 が構成されていることを理解す 

 る。（手引き１、２） 

・前半部で語られる李徴の情況と人 

 間像を理解する。また、虎に変身 

 する過程とその時の李徴の心理変 

 化を理解する。（手引き３、４） 

・李徴が袁傪に依頼したことを理解 

 する。（手引き５） 

・李徴自身の気がついた、虎に変身 

 しなければならなかった理由を理 

 解する。（手引き６） 

 

［読］前半部の李徴の情況と心理状態、 

   虎になって袁傪に語る自己分析 

  と心理を的確に理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］前半部に集中している漢語の 

   意味を的確に理解している。 

   また、小説における比喩や象 

   徴的な表現も理解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ 

－イ・エ 

 

「新総合図説国語」

を利用して、作者の

ことを調べる。 



5 

 

 

・作者がこの小説で語りたかったこ 

 とを理解する。（手引き６） 
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7 

 

随想・評論  
 

「環境

史」から

考える 

 

・明治時代の新聞の予言をもとに筆 

 者が述べようとしていることを理 

 解する。（手引き２） 

・人間の願望や欲望が進めた近代化 

 の弊害を理解する。（手引き３） 

・筆者の言う今後の人類の課題につ 

 いて理解する。（手引き４、５） 

【言語】環境問題で関心のあること 

 を選び、その問題点等をさまざま 

 な方法で調べて報告書を作成し、

発表する。 

 

 

［読］明治時代の新聞の予言をもとに 

   した筆者の意見、筆者の言う近 

   代化の弊害を正確に読み取り、 

   筆者の主張や意見を理解してい 

   る。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ 

［知］歴史にかかわる用語、環境に 

   かかわる用語などの意味や用 

   法を的確に理解している。 

  ＜行動の観察／定期考査＞－イ 

 

 

 

6 

 

小説 

 

 

藤野先

生 

 

・「藤野先生」と出会った「私」の 

 心理の変化を理解する。（手引き 

  ２） 

・「藤野先生」が「私」のためにし 

  たことの意味を読み取り、「藤野 

 先生」の人間像を理解する。 

・「私」の「藤野先生」への思いを 

 読み取り、「私」の考えが仙台へ 

 行く前と変わったことを理解す 

 る。（手引き４） 

 

 

［読］「私」の講義ノートを細目に点 

   検してくれる「藤野先生」の 

   心理と「私」の心理を理解し 

   ている。また、中国人という 

   立場の「私」の思いと心無い 

   周囲の者の思いを歴史的な観 

   点から理解している。 

 ＜行動の観察／記述の確認／ 

定期考査＞ 

－ア・イ・エ 

［知］小説における比喩や象徴的な 

   表現も理解している。 

 ＜行動の観察／定期考査＞ －イ 

 

 

 

1 

 

5 

 

言語活動 

 

３ 読

み比べ

て考え

る 

 

・テーマに沿った何冊かの本を図書 

 館で探す。 

・それぞれを読みながら，重要な点 

 をメモする。そのメモを比較して、 

 テーマに沿った自分の考えをまと 

 める。 

・まとめた考えをグループでそれぞ 

 れが出し合って、効果的に話し合 

 う。 

 

 

［読］テーマに関連のある本に書か 

   れていることから自分の考察 

   を広げている。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－イ 

［知］図書館での本の探し方を理解 

   している。また、何冊かの本 

   をテーマに沿って比較してい 

   る。 

 ＜行動の観察／記述の確認＞－エ 

 

                            単位数：３単位  年間授業時数：１０５時間 


